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Ｎｏ．５ あそび ma・senka 
記 入 日 20 10 年 １月 15 日 

１．概 要  

実践団体名 
 

あそび ma・senka 

連絡先  事務局電話：019(626)1181  代表者携帯電話：080－5220－6396 

プランタイトル プロジェクト G ～ ママの安心防災体策 ～ 

プランの対象者 
19、その他 
（妊婦～乳幼児の家庭） 

対象とする

災害種別 
１、地震 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【プランの目的・ここがポイント！】 

 

地域活動への参加の機会が少なく災害時に孤立する可能性がある「妊婦～乳幼児の家庭」

の防災意識と減災への取り組み状況の調査、および、地域における支援の実際を把握するこ

とで、問題点を整理し、ニーズに即した情報の提供や教育内容の立案、実施を行う。 

【プランの概要】 

 

１、災害の理解：実施メンバー間での、防災の知識と対象に特化した被災事例などの理解

２、行政・保育施設などの防災体策の把握 

３、対象者の防災意識と取り組みの現状の把握：妊婦～乳幼児の家庭へのアンケート調査

４、防災意識向上への取り組み：「ママも安心防災サロン」 

・ ミニ講座：地震防災への知識の普及と乳幼児の被災における救命実技 

・ パネル展示：対象に特化した被災事例と被害予測・減災にむけた知識普及 

・ 我が家の防災手帳作成：家庭・家族の状況に応じ必要な様式のカードを選択し作成 

【期待される効果・ここがおすすめ！】 

 

・無駄や手間や楽観から、防災とは疎遠だった親子でも、遊びや食を楽しみながら、自然な

形で防災への知識を得ることで、自らの防災を振り返り意識向上につながる事を期待する。

・「自分たちに何が必要？」が解る事で、家庭での取り組みの方向付けになる。 
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２．プランの年間活動記録 

 
プランの 

立案と調整 
準備活動 実践活動 

2008 年 

６月 

 

プレゼン後の 

改善項目見直し 

 

・ 資料集め 

・ 情報検索 

・ インターネット利用による連絡

会議（随時開催） 

 

2008 年 

 7 月 

 ・アンケート作成  

2008 年 

 8 月 

 ・アンケート協力 

依頼 

・スタッフ学習会 

2008 年 

 9 月 

   ・アンケート実施 

2008 年 

 10 月 

  ・アンケート回収および集計作業 

2008 年 

 11 月 

 

中間報告による 

改善項目の見直し 

 ・スタッフ学習会 

2008 年 

 12 月 

 ・「ママも安心防災 

  サロン」計画 

・ 教材・パネル作成 

 

 

2009 年 

 1 月 

  ・「ママも安心防災サロン」実施 

・まとめ 
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３．実践したプランの内容と成果 

【実践プログラム①】 

タイトル 
子育て世帯の防災に関する調査 

 

実施月日（曜日） 2009 年 9 月 

実施場所 盛岡市・気仙地域 

担当者または講師 
保育園・保健所・社会福祉協議会の協力により実施 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

 

プログラムの 

カテゴリ、形式 

12、研究 

活動目的 
10、その他 

（防災に関する意識と取り組み状況の把握） 

達成目標  対象者の状況を把握し、適切な援助につなげることが出来る 

実践方法・進め方 

（箇条書き、または 

フロー） 

１、アンケート作成 

２、アンケート協力依頼 

３、回収および集計 

４、分析 

５、結果報告 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

 

 

参加人数  

経費の総額・内訳概要 コピー用紙・封筒・返信用切手・プリンターインクなど 

成果と課題 

【成果】対象者の現状を把握する事ができた 

【課題】アンケートの記入を期に、防災の必要性を感じた世帯が多

かったが、楽観している家庭も多いように思われた。 

成果物 アンケートまとめ資料集 
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【実践プログラム②】 

タイトル スタッフ学習会 

実施月日（曜日） 2009 年 8 月・11 月 

実施場所 県民活動交流センター アイーナ 

担当者または講師 
メンバー相互 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

2 時間半×2回 

プログラムの 

カテゴリ、形式 

２、講習会・学習会・ワークショップ 

活動目的 
８、防災に関する知識を深める 

達成目標 知識や情報の共有をし、プランの遂行に生かすことが出来る 

実践方法・進め方 

（箇条書き、または 

フロー） 

 

・ 中間報告会参加・改善項目の報告 

 他の取り組み団体実践報告など 

・各自の情報収集、文献検索などの持ち寄りでの知識の共有 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

 

参加人数 8 月：５名    12 月：4名 

経費の総額・内訳概要 なし 

成果と課題 

【成果】プランの修正やアンケートによる新たな課題の解決に向け

て、知識と情報を共有しプランの変更につなげることができた。 

【課題】特になし 

成果物  
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【実践プログラム③】 

タイトル ママも安心防災サロン－ミニ講座 

実施月日（曜日） 2010 年 1 月 30 日 予定  

実施場所 ふれあいランド岩手 ふれあいホール 

担当者または講師 
１、地震の知識と防災：盛岡地方気象台講師 

２、「子どもをまもる！」：盛岡南消防署講師 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

１：50 分 

２：60 分 

プログラムの 

カテゴリ、形式 

２、講習会・学習会・ワークショップ 

活動目的 
６、防災に関する知識を深める 

達成目標 正しい知識を学ぶことで防災への取り組みにつなげることが出来る

実践方法・進め方 

（箇条書き、または 

フロー） 

 

1 月 30 日 開催にて詳細は配布資料にて報告予定 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

 

参加人数  

経費の総額・内訳概要  

成果と課題 

【成果】 

 

【課題】 

成果物  
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【実践プログラム④】 

タイトル ママも安心防災サロン－手作りおもちゃ・防災手帳作成 

実施月日（曜日） 2010 年 1 月 30 日 予定 

実施場所 ふれあいランド岩手 ふれあいホール 

担当者または講師 
グットトイ委員会 おもちゃコンサルタントマスター 他 

所要時間または 

「コマ数×単位時間」 

13：00～17：00 予定 

プログラムの 

カテゴリ、形式 

13、体験学習 

活動目的 
１、遊び・楽しみながらの防災 

達成目標 体験を通して学びを深める事ができる 

実践方法・進め方 

（箇条書き、または 

フロー） 

☆災害備蓄品で手作りおもちゃの作成 

☆各世帯の状況や取り組みに応じた防災手帳作成 

 

 

1 月 30 日 開催にて詳細は配布資料にて報告予定 

準備、使用したもの 

・人材 

・道具、材料等 

 

参加人数  

経費の総額・内訳概要  

成果と課題 

【成果】 

 

【課題】 

成果物  
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４．苦労した点・工夫した点 

プランの立案 

と調整で 

苦労した点 

工夫した点 

 

＜苦労した点＞ 

防災に関する活動は始めてであり、手探りの状態でのプラン立案と申請だった

ため、1年間で完了できるプランがどの程度であるか想像がつきにくかった。 

 

＜工夫した点＞ 

既存の活動で構築したネットワークから、防災関連の取り組みをしている方に

アドバイスをお願いし、新たなネットワークの紹介をいただいた。 

準備活動で 

苦労した点 

工夫した点 

 

＜苦労した点＞ 

膨大な資料のなかから、必要なものを選別する事と選択の根拠を明確にする作

業に時間を要した。 

 

＜工夫した点＞ 

其々に多忙なメンバーの為、無駄なく必要な情報を伝えあうために、インター

ネットの掲示板機能をフル活用して作業を進めた。 

実践に 

当たって 

苦労した点 

工夫した点 

 

＜苦労した点＞ 

 新型インフルエンザが流行し、風評に振り回されたり、終息の予測もできなか

ったため、対象とする妊婦～乳幼児の家庭へのアプローチや行政への聞き取り時

期、集団での教育活動などが実現可能なのものか？と混乱してしまった。 

 

＜工夫した点＞ 

 中間報告会でも指導があったとおり、インフルエンザも災害のひとつとして重

要なものであるため、体策や現場で起こった事を見定め、実現可能な方法を見出

しプランの修正を図った。 



(⑤あそび ma・senka) 

防 災 教 育 チ ャ レ ン ジ プ ラ ン 

最 終 報 告 書 

8 / 12 

５．他の団体、地域との連携 

協力・連携先の分類 団体名、組織名 協力・連携の内容 

学校・教育関係・ 

同窓会組織 

・盛岡市南仙北保育園 

・盛岡市都南保育園 

・大船渡市大船渡保育園 

 

・岩手県立大学看護学部 母性看護学教室

・ アンケート実施協力 

 

 

 

・ アンケート作成および

集計協力 

保護者・ 

ＰＴＡの組織 

  

地域組織 

 ・  

国・地方公共団体・

公共施設 

・盛岡地方気象台 

・盛岡南消防署 

・岩手県社会福祉協議会 

 

 

・大船渡市社会福祉協議会 

・ ミニ講座講師 

・ 資料作成に関わる協力

・ サロンの会場に関わる

協力 

・ 講師選定に関わる協力

・アンケート実施協力 

企業・ 

産業関連の組合等 

  

ボランティア団体・

ＮＰＯ法人・ＮＧＯ

等 

・岩手県立大学風土熱人 R 

 

・資料作成に関わる協力 

職業、職能団体・ 

学術組織、学会等 

・ 岩手県医師会 

・ 日本助産師会岩手県支部 

 

・資料作成に関わる協力 
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７．成果と課題（実践したプラン全般について） 

成果として 

得たこと 

 
・ メンバーの防災意識の変容と家庭での減災への取り組み実施 

・ 対象者の防災意識と取り組みの現状、ニーズの把握 

・ 親子、家族で楽しみながら参加できる教育内容の検討と実施 

・ 防災関連の機関、活動団体とのネットワーク構築 

・ 助成団体としての信頼性 

 

全体の反省・

感想・課題 

 

防災教育に関して全くの初心者であり、進めば進むほど疑問がうまれ、

方向性への迷いもあったが、中間発表などで実行委員の先生方から専門的

なご指導やご意見をいただく事で、活動の修正や方向性をつける事ができ

た。 

公的な情報を得る場合や活動への協力に対し、助成団体として依頼する

事で、理解と協力を得られやすい場面もあったが、自主事業として活動す

る場合、期待する協力が得られるかは疑問であり、同様の取り組みが進ま

ない一因とも思われた。 

 

今後の 

継続予定 

 

・パパ＆ママクラスや乳児教室開催など、福祉系の助成金を活用し、子育てに

必要な技術・有用な情報発信と共に防災教育を行う事で、防災に無関心なママ

が問題意識を持ちアクションをおこせる環境を築く。 

・親子を支援する側の意識向上と、減災・被災時に必要と思われる支援の計画

作成をすすめる。 
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８．自由記述欄 ① 
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８．自由記述欄 ② 
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８．自由記述欄 ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ママも安心防災サロン」で作成予定の防災手帳 
 
様式：はがきサイズのカード（二つあな綴じ） 
☆ バックやランドセルに入れてもかさばらないサイズ。 
☆ 家庭や個人の状況で、必要なカードを増やして行く事が 

できる。（妊婦・乳児・幼児・大人の様式別） 
☆ カードケースを綴じ込めば、診察券などもいれられる。 
☆ ID 用に家族の写真を使用し、親子や家族で会話しながら 

内容を考えられる。 
☆ 低コストで作成可能。（100 均でそろう材料） 
☆ 写真の加工やプリントなど、作成が困難な家庭を想定し、

サロンを定期開催し、カード作成を支援することが話題づ

くりになる（？） 

災害備蓄用品で出来る手作りおもちゃ 
 
左より、「くるくるコマ①」「くるくるコマ②」「ぽよよんロケット」 
☆ 紙皿・紙コップを使用。 
☆ 短時間で手軽にできるが、「良くまわるコマ」「良く飛ぶロケット」には一工夫必要。

☆ 絵を描く事が癒しにつながる。 
☆ 会話を楽しみながらつくれるおもちゃ。 


